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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、大規模で多様性に富んだ放送映像アーカイブに同一映像断片照合を適用し、
これを意味関連グラフととらえて解析することにより、従来の画像解析・画像理解に頼ら
ない、新たな映像意味解析・映像アーカイブ構造化技術の実現を目指す。より具体的には、 
(1)大規模放送映像アーカイブに適用可能な同一映像断片照合の実現、 
(2)同一映像断片照合により抽出された関連性の分類と利用可能な意味的関連性の抽出、 
(3)抽出された関連性によるグラフ構造表現ならびにその解析法、 
そしてこれらを通して、 
(4)同一映像断片照合による放送映像アーカイブの意味解析の可能性を示す。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This project addressed a new technology for video semantic analysis and video archive 
structuring based on the analysis of semantic relation graph composed of video 
near-duplicate relation obtained from large-scale and diverse broadcast video archive, 
thus independent from standard image semantic analysis.  In concrete, 
(1) Implementation of near-duplicate detection applicable to large-scale broadcast 

video archive 
(2) Classification of near-duplicate relation and extraction of semantic relation 
(3) Graph structure representation composed of extracted semantic relation and its 

analysis 
(4) Revealing potential of semantic analysis of broadcast video archive based of video 

near-duplicate detection 
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記憶装置の普及、デジタル放送の進展等に伴
い、大容量のハードディスクレコーダが急速
に広まっており、また NHK 川口アーカイブ
スや第二日本テレビ、YouTube 等の新たな
映像サービスが始まっている。このような状
況を背景として、家庭ならびにインターネッ
ト等で個人が視聴可能な映像が爆発的に増
えており、この中から適切に必要な映像を選
び出し、必要な情報を得るためには、映像の
意味解析ならびに検索等の技術の実現が不
可欠である。しかしながら、映像の意味解析
は本質的に画像認識の問題であり、きわめて
難しく、要求に見合うような精度はいまだに
達成できていない。その一方で、近年、Near 
Duplicate Detection(ここでは同一映像断片
照合と呼ぶ) と呼ばれる、「同一」と見なしう
る映像区間(同じ資料映像、同じシーン、同じ
背景、同じ物体、等) を検出する技術が注目
を集めている。映像意味解析に比べてはるか
に安定した検出性能が期待できる上、検出さ
れた映像区間同士は何らかの「同一」のもの
を映しており、意味的な関連があるとみなす
ことができ、これをニュース映像アーカイブ
に適用したときに、関連する話題の検出・追
跡、話題の重要性のランキング、新規の話題
の検出などに応用できることが示されてい
る。 
 
２．研究の目的 
本研究では、大規模で多様性に富んだ放送映
像アーカイブに同一映像断片照合を適用し、
これを意味関連グラフととらえて解析する
ことにより、従来の画像解析・画像理解に頼
らない、新たな映像意味解析・映像アーカイ
ブ構造化技術の実現を目指す。より具体的に
は、 
(1)大規模放送映像アーカイブに適用可能な
同一映像断片照合の実現、 
(2)同一映像断片照合により抽出された関連
性の分類と利用可能な意味的関連性の抽出、 
(3)抽出された関連性によるグラフ構造表現
ならびにその解析法、 
そしてこれらを通して、 
(4) 同一映像断片照合による放送映像アーカ
イブの意味解析の可能性を示す。 
 
３．研究の方法 
本研究では、主として以下のようなトピック
について検討を行った。 
(1) 物体の動きによる同一シーン検出 
従来の同一映像断片照合では、基本的には放
送映像中で全く同じ資料映像が使われた部
分しか検出できず、これらを意味関係とみな
すとしても密度が粗すぎるという問題があ
った。これに対し、我々は、物体の動きに着
目し、異なったカメラで撮影されたような、
視点が異なる同一シーンの映像の検出を行

う技術について検討を行った。これにより、
異なるチャンネル間の意味関係性等も検出
できると期待できる。 
 
(2) 高速映像コピー検出技術 
同一映像断片（映像コピー）を大規模の放送
映像中から大量に収集するためには、高速の
映像コピー検出が必要不可欠である。そこで、
Glocal と名付けたコンパクトな画像表現と、
画像特徴の空間性を考慮に入れたハッシュ
技術により、高速に映像コピー検出を行う技
術について検討した。 
 
(3) ニューストピックリランキング 
長時間にわたり蓄積されたニュース映像ア
ーカイブ中には、同一映像断片が多く観測で
きる。そこで、こうした照合結果のうち、ニ
ューストピック間の関連性に相当するもの
を選び出し、かつこれらにより映像トピック
によるグラフ構想が観測できるとみなし、
PageRank と同様のアルゴリズムにより、ニ
ューストピックの検索結果のリランキング
を行う手法について検討を行った。本成果に
より、同一映像断片に基づく映像アーカイブ
の構造化による効果的な応用例が示されて
いる。 
 
(4) コマーシャル映像の検出・同定とマイニ

ング 
放送映像アーカイブ中のコマーシャル映像
は、特殊な映像コピーとみなすことができる。
そこで、映像コピー検出技術を用いることで、
コマーシャルデータベースなどの事前知識
を用意することなく、自動でコマーシャル映
像を検出ならびに同定する技術について検
討した。また、その結果に基づくコマーシャ
ル映像マイニング技術により、企業のマーケ
ティング戦略の一端を分析することができ
ることを示している。 
 
４． 研究成果 
(1) 物体の動きによる同一シーン検出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
物体の動きに着目し、撮影の視点が異なるが
同一のシーンを撮影しているような映像同
士を、一種の「同一映像断片」とみなして検
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出する技術を実現した。図に基本的な考え方
を示している。各ショットから特徴点を検出
し、各特徴点の軌跡を算出し、ショット間の
照合の際にはすべての軌跡の組み合わせに
ついて類似性を評価し、一定の割合以上の軌
跡が照合可能な場合、元のショットが同一シ
ーンとして検出される。軌跡間の照合におい
て、軌跡の動きが急激に変化している点を検
出することにより、我々の以前の研究成果で
あるフラッシュによる同一シーン検出と同
様の手法で二値化系列を抽出し、この系列同
士の照合によって軌跡の照合を行っている。
この手法では、ショット内に一定の動きが必
要だが、フラッシュのない映像についても同
一シーン検出が可能となり、効果的に同一シ
ーンと同一物体／同一背景との区別ができ
ている。 
 
(2) 高速映像コピー検出技術 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SIFT などの局所特徴量の利用により、同一
資料映像、ならびに強いクロッピング等の映
像編集やテロップ重畳等による同一物体／
同一背景を含む映像コピー検出を実現した。
この手法は照合の高速性に特に注意を払っ
た手法となっている。処理の流れを図に示す。
本手法では、キーフレーム画像から 150 点程
度の特徴点を抽出し、特徴空間の分割(広く使
われている k-means ではなく、特徴空間の軸
ごとの分割を利用)し、各セルに特徴点が存在
するか否かに基づく二進表現のシグネチャ
を生成する。これは局所特徴量に基づくもの
だが、大局的な表現となっているため、ロー
カルの特性を持ったグローバルな特徴量と
いう意味でグローカル(Glocal)特徴と呼んで
いる。次に、照合処理の高速化のため、求め
た特徴をハッシュ構造に投入する。ハッシュ
関数としては、画像内で相互に一定の近傍内
にある 3 特徴点のすべての組と、対応するセ
ル位置による三つ組を利用する。照合処理は、
問い合わせの画像・映像からも同様に Glocal
特徴とすべての三つ組を求め、三つ組みに対
応するバケットを探索し、それに対応するデ
ータベース中の画像に対し、Glocal 特徴が十
分に類似していればコピーとみなす。三つ組
を使うことにより、バケットの大部分は空で

ある。これにより、大部分のキーフレームに
ついては、すべての三つ組に対応するバケッ
トが空となり、高速の照合が可能となる。
2009 年の TRECVID 映像コピー検出では、
相応の検出精度を実現している手法の中で
最高速度を達成した。 
 
(3) ニューストピックリランキング 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニュース映像のトピックの検索システムを
考えた場合、キーワード等により与えられる
問い合わせに対し合致するトピックを検出
するにはテキストに基づく手法を用いるの
が有効であると考えられるが、こうしたトピ
ックの中でも特にユーザの意図により合っ
たものを結果リストの上位に位置づけるよ
うなリランキング技術が重要であると考え
られる。そこで、テキストにより検出したト
ピック群に対し、映像コピー検出技術を適用
し、その結果により効果的にリランキングが
可能であることを示している。映像コピー検
出の結果を Web におけるリンク相当の情報
とみなし、グラフ構造を抽出し、PageRank
技術と類似の方法を使ってリランキングを
実現し、6 チャンネル 15 か月分という大規模
のニュース映像アーカイブ(約 35000 トピッ
ク)を対象に実験を行い、映像コピー検出を用
いたニューストピックのリランキングの有
効性を示した。 
 
(4) コマーシャル映像の検出・同定とマイニ

ング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
放送映像中のコマーシャルの検出・同定は、
古くから映像コピー検出の重要なアプリケ
ーションの一つであった。これらの技術では、
検出するべきコマーシャル映像はあらかじ
め与えられ、それによりデータベースが構築
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された状態を仮定し、別途提供される放送映
像アーカイブからデータベース中のコマー
シャル映像を検出することにより目的を実
現していた。これに対し、近年、新たな考え
方に基づくコマーシャル検出・同定技術が提
案されている。最近の手法では、コマーシャ
ル映像があらかじめ提供されることは想定
せず、与えられるのは放送映像アーカイブで
あり、その中に繰り返し現れる映像区間をコ
マーシャルとみなして自動的に検出する。こ
れにより、コマーシャル映像のデータベース
も自動構築できる上、その放送映像中での検
出・同定も可能となる。我々はこれを特段に
高速化し、知る中で世界最高速の手法を実現
した。図に処理の流れを示す。最初に映像ア
ーカイブのすべてのフレーム画像からごく
小さいシグネチャを抽出する(ここでは特に
32 ビットのシグネチャを使用)。シグネチャ
としては、同一のコマーシャル映像間の対応
するフレーム画像同士など、ほとんど同じと
みなしうる画像からは同一のシグネチャが
生成される確率が極めて高いような手法で
あれば任意のシグネチャが使用可能である。
そののち、同一のシグネチャを持つフレーム
画像群ごとに、その映像アーカイブ中での時
間位置を表す二値化系列(特に大規模の映像
アーカイブの場合には極めて長大な系列と
なる )を抽出する。これを TOP(Temporal 
Occurrence Pattern)と呼ぶ(図参照)。コマー
シャル映像については、出現回数に応じて複
数のピークを持つ TOP が生成され、かつ同
一のコマーシャルから生成された TOP 同士
は、よく似た開始位置並びにほとんど同じピ
ーク間隔を持つため、こうした TOP をまと
めることによってコマーシャルの検出と同
定が実現できる。コマーシャルと一般の映像
コピーとは、長さによって容易に分類可能で
ある。生成された TOP 群に対し、一定程度
の時間オフセットを許すハミング距離によ
りクラスタリングすることでコマーシャル
に対応する TOP をまとめることでコマーシ
ャル検出・同定を実現した。さらに、TOP 中
のすべてのピーク対について、その時間位置
並びに間隔を特徴量とした二次元空間の投
票を行い、その結果現れるピークがコマーシ
ャルに対応する TOP 群に対応することを利
用し、極めて高速のコマーシャル検出・同定
を実現している。シグネチャ生成時間を別に
すると、一か月分の放送映像アーカイブ(720
時間)からすべてのコマーシャルを検出・同定
するの計算時間がわずか 60 分弱であった。
その精度も極めて高いことが確認されてい
る。 
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